
発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　山本　浩二

電　話（03）3581−3678
ＦＡＸ（03）3507−0886
振替口座　00140-2-68514

(　1　)

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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た
。
自
公
政
権
か
ら
の
転
換

を
求
め
た
国
民
の
力
に
よ
り

誕
生
し
た
民
主
党
政
権
だ

が
、
わ
ず
か
２
年
の
間
に
３

人
目
の
総
理
と
は
、
い
か
に

民
主
党
政
権
が
国
民
の
期
待

と
願
い
に
背
い
て
い
る
か
の

証
と
言
え
る
▼
尾
羽
打
ち
枯

ら
し
て
退
陣
し
た
管
首
相
の

辞
任
か
ら
二
日
後
の
代
表
選

び
も
異
常
だ
。
相
変
わ
ら
ず

親
小
沢
か
反
小
沢
か
が
代
表

選
び
の
焦
点
で
、
収
束
の
メ

ド
さ
え
立
た
な
い
東
電
福
島

第
一
原
発
を
前
に
原
発
問
題

や
沖
縄
普
天
間
基
地
な
ど
政

策
は
国
民
に
語
ら
れ
な
か
っ

た
▼
マ
ス
コ
ミ
か
ら
「
ど
じ

よ
う
総
理
」
と
ヤ
ユ
さ
れ
る

野
田
総
理
。
自
身
を
「
ど

じ
ょ
う
」
に
た
と
え
る
の
は

勝
手
だ
が
国
民
を
泥
船
に
乗

せ
泥
沼
に
一
緒
に
沈
め
ら
れ

る
の
は
、
御
免
蒙
り
た
い
。

第　

代
総
理

95
大
臣
と
し
て

選
出
さ
れ
た

野
田
佳
彦
内

閣
が
９
月
３

日
、
発
足
し

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
1
、
3
の
好
手
段
か
ら
二

眼
に
し
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　

１
日
目
は
、
新
た
な
個
人

加
盟
の
産
業
別
組
合
を
め
ざ

す
方
針
に
つ
い
て
集
中
討

論
。
来
年
の
定
期
大
会
で
国

公
一
般
へ
二
重
加
盟
す
る
に

あ
た
り
「
省
庁
内
主
義
」
の
労

働
運
動
克
服
の
意
義
を
深
め

る
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
政
府
の
賃
下

げ
攻
撃
と
短
期
間
で
妥
結
し

た
連
合
へ
の
職
場
の
怒
り
に

依
拠
し
た
運
動
で
通
常
国
会

で
の
成
立
を
断
念
さ
せ
た
闘

い
や
非
常
勤
職
員
の
雇
い
止

め
阻
止
に
向
け
た
闘
い
な
ど

を
交
流
。「
た
た
か
え
ば
要

求
は
実
現
す
る
」
確
信
を
持

ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
内

部
事
務
一
元
化
で
は
ス
テ
ッ

プ
３
で
職
場
が
疲
労
困
憊
し

た
状
況
が
報
告
さ
れ
、
ス

テ
ッ
プ
４
で
の
職
場
へ
の
影

響
を
詳
細
に
分
析
し
ま
し

た
。

　

３
日
目
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
東
北
を
代
表
し

て
佐
藤
代
議
員
が
被
災
地
の

状
況
と
原
発
事
故
に
つ
い
て

報
告
。
政
府
の
復
興
・
原
発

政
策
は
不
十
分
で
あ
り
震
災

　

全
国
税
は
８
月　

日
か
ら　

日
の
３
日
間
、
東

19

21

京
都
内
で
第　

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

69

大
会
に
は
、
延
べ
２
１
０
名
の
組
合
員
が
参
加
。

政
府
に
よ
る
道
理
な
き
賃
下
げ
や
人
勧
期
に
向
け

た
中
高
年
の
現
給
保
障
廃
止
で
の
た
た
か
い
、
東

日
本
大
震
災
で
の
被
災
者
本
位
の
対
応
や
複
数
の

税
制
改
正
論
議
、
内
部
事
務
一
元
化
で
の
ス
テ
ッ

プ
・
ア
ッ
プ
や
行
き
過
ぎ
た
行
政
文
書
管
理
強
化

な
ど
、
様
々
な
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
運
動
方
針
を

確
立
し
、
新
た
な
組
織
的
将
来
展
望
に
確
信
を
持

つ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

復
興
と
脱
原
発
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
確
認
し
、
２
０

１
１
年
度
運
動
方
針
を
満
場

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
協
議
会
は
８
月　
20

日
、
都
内
で
第　

回
定
期
大

28

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
沖
縄
国
公
労
全
税
支

部
か
ら
後
間
書
記
長
が
参

加
。
代
議
員
の
他
、
多
く
の

傍
聴
者
で
、
会
場
は
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
加
盟
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い

を
超
え
、
全
国
税
と
沖
縄
国

公
労
全
税
支
部
の
共
同
を
強

め
、
と
り
わ
け
絶
対
的
差
別

と
も
い
え
る
沖
縄
格
差
の
解

消
、
全
国
税
・
全
税
支
部
組

合
員
へ
の
差
別
根
絶
を
は
じ

め
と
し
た
要
求
実
現
を
め
ざ

す
こ
と
を
確
認
。
協
議
会
と

し
て
、
年
２
回
の
長
官
団
交

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
を
中

心
に
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
税
で　

名
、

18

全
税
支
部
で
１
名
の
新
た
な

仲
間
を
迎
え
た
ほ
か
、
同
じ

財
務
省
内
の
労
働
組
合
で
あ

る
全
税
関
で
も
２
名
の
仲
間

を
迎
え
た
こ
と
が
大
会
中
に

分
か
り
、
少
数
組
合
で
も
行

政
民
主
化
と
職
場
の
労
働
者

の
要
求
実
現
を
求
め
る
「
た

た
か
う
労
働
組
合
」
を
選
択

す
る
仲
間
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

全
労
連
、
全
労
連
公
務
部

会
、
自
治
労
連
、
総
理
府
労

連
、
全
医
労
、
全
経
済
、
全

運
輸
、
全
港
建
、
全
気
象
、

震災復興、ディーセント・ワークの実現、

原発ゼロに、いまこそ労働組合の出番

通
信
労
組
、
全
建
労
、
全
労

働
、
国
公
共
済
会
、
国
公
病

組
、
全
教
、
日
高
教
、
特
殊

法
人
労
連
、
郵
産
労
、
通
信

労
組
、
全
印
総
連
、
民
放
労

連
、
新
聞
労
連
、
全
石
油
昭

和
シ
ェ
ル
労
組
、
航
空
労
組

連
絡
会
、
日
本
学
生
支
援
労

組
、
健
保
病
院
労
組
、
国
民

春
闘
共
闘
、
安
保
破
棄
、
全

国
革
新
懇
、
農
民
連
、
消
費

税
廃
止
各
界
連
、
全
商
連
、

東
京
靴
工
組
合
、
原
水
協
、

新
婦
人
、
自
由
法
曹
団
、
治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

要
求
同
盟
、
国
民
救
援
会
、

日
中
友
好
協
会
、
中
央
労

金
、
保
団
連
、、
ワ
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
連
合
会
、
福
地
春
喜

　

来
賓
の
方
々

日
本
共
産
党
・
大
門
参
議
院

議
員
、
沖
縄
国
公
労
全
税
支

部
・
後
間
書
記
長
、全
税
関
・

古
木
名
書
記
長
、国
公
労
連
・

上
田
調
査
部
長
、
全
厚
生
不

当
解
雇
撤
回
争
議
団
、
全
国

税
O
B
会
全
国
協
議
会
・
難

波
会
長（

敬
称
略
・
順
不
同
）

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

  第69第69回回

定期大定期大会会

の
べ　

名
の
参
加
で
開
催

210

第　

回
全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
定
期
大
会

28

連
帯
強
め
要
求
実
現
し
よ
う

大
き
な
成
果
を
確
信
に
、さ
ら
な
る
前
進
を

　

冒
頭
に
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
お
見
舞

い
と
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

全
国
税
は
、
震
災
直
後
の　
14

日
に
「
緊
急
要
求
書
」
を
国
税

庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
大
会
以
降
全

国
税
は
大
き
な
要
求
前
進
を
勝

ち
取
っ
て
い
ま
す
。

更
、
一
般
職
を
含
め
た
勤
務
延

長
制
度
の
実
現
な
ど
職
場
要
求

を
組
織
し
、
実
践
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
で
す
。

　
「
道
理
な
き
賃
下
げ
反
対
」
で

職
場
に
全
国
税
の
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。
有
利
な
情
勢
を
お
お

い
に
い
か
し
て
拡
大
運
動
を
さ

ら
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
の
処
遇
の
改

善
、
確
定
申
告
会
場
で
の
相
談

時
間
受
付
を
含
め
た
広
報
の
変

委員長あいさつ

組合員加入を喜びで報告する
後間（こしま）書記長。

方針提案を行う山本書記長

今
こ
そ
連
帯
を
確
か
な
も
の
に
し
、

ゆ
と
り
と
誇
り
を
取
り
も
ど
そ
う

激励をありがと激励をありがとうう
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【
中
央
執
行
委
員
長
】

増
山　

満
樹
（
東
京
西
・
新
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部　

富
次
（
関
信
局
・
再
）

藤
平　

和
良
（
東
京
中
・
新
）

山
口
潤
一
郎
（
東
京
西
・
再
）

山
本　

浩
二
（
東
京
中
・
新
）

山
根　

敏
典
（
北
大
阪
・
再
）

【
書
記
長
・
本
部
専
従
】

田
山　

文
武
（
東
京
西
・
新
）

【
書
記
次
長
】

朴
木　

昭
一
（
東
京
東
・
新
）

【
中
央
執
行
委
員
】

室
田　

修
司
（
道
中
・
新
）

佐
藤　
　

勉
（
岩
手
・
再
）

真
貝　

正
治
（
埼
玉
・
再
）

水
落　

廣
之
（
新
潟
・
新
）

中
島　

計
衛
（
群
馬
・
再
）

高
橋　
　

誠
（
東
京
中
・
再
）

小
林　

寛
昭
（
三
多
摩
・
再
）

池
ノ
谷
正
美
（
愛
知
・
再
）

澤
田　

孝
司
（
富
山
・
再
）

松
本　

純
治
（
東
大
阪
・
再
）

前
川　

幸
徳
（
香
川
・
再
）

中
尾　

清
次
（
福
岡
・
新
）

一
森　

進
治
（
東
京
中
・
再
）

木
村　

和
由
（
東
京
東
・
新
）

豊
田　

啓
子
（
神
奈
川
・
再
）

山
道　

外
誠
（
東
京
南
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村　

満
男
（
埼
玉
・
再
）

中
原　

賢
二
（
三
多
摩
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

吉
岡　

正
範
（
千
葉
・
再
）

退
任
さ
れ
た
役
員

布
施　
　

孝
（
道
北
）

大
野　
　

亙
（
埼
玉
）

八
代　
　

司
（
東
京
中
）

岡　
　

一
幸
（
福
岡
）
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〈
解
答
〉
黒
1
、
3
が
好
手

段
。
白
4
に
黒
5
、
7
で
次

に
白
イ
は
黒
1
が
あ
り
、
黒

生
き
で
す
。
黒
1
で
イ
は
白

1
ま
た
は
2
で
黒
死
。
黒
5

で
イ
は
白
6
で
、
も
う
一
眼

を
作
れ
ま
せ
ん
。

新加入組合員を歓迎
今年は18名が加入

　

こ
の
１
年
間
で
、
新
た
に

全
国
税
に　

名
の
仲
間
が
加

18

入
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
藤
平
委
員
長

か
ら
新
入
組
合
員
向
け
の

グ
ッ
ズ
が
加
入
者
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
星
野
さ

ん（
四
谷
分
会
）は
、「
要
求

の
実
現
の
仕
方
を
学
び
た
い

と
思
い
、
全
国
税
に
加
入
し

た
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
発

言
に
、
会
場
は
感
動
と
歓
迎

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
現
在
、
四
谷

分
会
の
分
会
長
。
昨
年
加
入

し
た
副
分
会
長
の
秋
元
さ
ん

（
非
常
勤
職
員
）と
と
も
に
大

会
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

加
入
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

要
求
の
実
現
の
仕
方
学
び
た
い

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊

蚊蚊蚊
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峨
峨

峨
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峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

“原発なくそう”の声を大きく
　３月11日、未曾有の大地震、大津波が東北地方を襲いま
した。さらに、東京電力福島第一原発の事故で被災地は二
重、三重の苦難を負っています。
　広範な国民と連帯して“原発をなくそう”の運動を大きく
していくことが求められています。
道理なき賃下げは許さない
　政府は「３年間・10％の賃下げ」提案を行いました。国公
労連は受け入れませんでしたが、連合・国税労組は早々と提
案を受け入れました。
　職場のみなさん、国公労連・全国税と連合・国税労組の違
いは明確です。全国税に加入し賃下げ法案を廃案にしてい
きましょう。
非常勤職員の処遇を改善
　国税庁は、長年勤めている非常勤職員も３ヶ月毎に更新
を繰り返してきました。全国税は、３ヶ月更新をやめさせ、
「３ヶ月更新をやめ原則１年以内」とさせました。
　非常勤職員の仲間が次々に全国税に加入しています。
内部事務一元化、確申期の労働強化は許さない
　内部事務の一元化は、確申期に未経験者が従事した署は
大きく混乱しています。相談事務の切り離しを継続して要
求していきます。
　国税庁は調査事務量の確保を至上命題にして、個人課税、
資産課税部門の確定申告事務の縮小、法人課税部門の『応援

大
会
宣

大
会
宣
言言
（
抜
粋
）

被
災
地
に
思
い
を
は
せ
て

　

大
会
で
は
、
東
北
地
連
の

代
議
員
か
ら
東
日
本
大
震
災

で
の
被
災
地
や
職
場
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
佐
藤
代
議
員
は
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で

故
郷
を
追
わ
れ
る
被
災
者
の

心
情
を
、
う
た
声
を
交
え
て

報
告
。
八
代
代
議
員
は
、
被

災
し
た
職
員
の
状
況
を
、
途

中
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら

報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
全
国
か
ら
の

支
援
に
対
し
お
礼
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
政
府
に
よ
る
復
興

計
画
が
不
十
分
か
つ
行
き

渡
っ
て
い
な
い
こ
と
を
強

調
。
家
族
を
亡
く
し
、
そ
れ

で
も
職
務
に
励
ん
で
い
る
職

員
の
こ
と
、
人
生
設
計
が
大

き
く
狂
い
配
転
後
に
職
場
を

辞
め
た
職
員
の
こ
と
な
ど
震

災
の
影
響
が
職
場
の
中
に
も

あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
坂
東
代

議
員
（
北
海
道
）
は
自
ら
被

災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
た
状
況
を
報
告
。
近
畿

地
連
の
代
議
員
３
名
も
、
大

会
後
、
そ
の
ま
ま
被
災
地
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
い

ま
し
た
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

藤平委員長から、加入を紹介される星野さんと東京・四
谷分会の仲間のみなさん。

新
役
員
紹

新
役
員
紹
介介

東日本大震災被災地の現状を訴える佐藤代議員の発言に聞き入る参加者たち。佐藤さ
んは、悲しみと怒りを込めて「流亡の曲」を朗々と歌い上げた。

事務』を大幅に削減しようとしています。管理運営部門にそのしわ寄せが
行くことは明らかです。
　―生命と健康を守る、労働強化は許さない―全国税労働組合の運動の原
点です。原点に立って運動を進めます。
職場の仲間の皆さん
　“今こそ連帯を確かなものにし、ゆとりと誇りを取りもどそう！”大会の
スローガンです。
　自らの生活を守るため賃金引き下げに反対しましょう。自らの雇用を守
るため、自らの生命と健康を守るため、全国税とともに職場を変えていき
ましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年８月21日
　　　　　　　　　　　　　　　　　全国税労働組合第69回定期大会

 
た
た
か
え
ば
要
求
か
な
う

    
確
信
に
満
ち
た
討
論
を
交
わ
す

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡 曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡 経

験
は
採
用
の
基
準

北
原
代
議
員
（
東
京
）

　

星
野
さ
ん
は
、
自
ら
勉
強

し
な
が
ら
後
輩
た
ち
に
仕
事

を
教
え
て
い
る
。
秋
元
さ
ん

と
高
橋
さ
ん
は
局
総
務
課
長

交
渉
に
参
加
し
、
経
験
は
採

用
の
基
準
だ
と
の
回
答
を
得

た
。
３
人
で
署
長
交
渉
も
開

催
し
て
い
る
。

５
名
拡
大
し
た
経
験

髙
橋
代
議
員
（
関
信
）

　

所
沢
の
加
入
者
は
雇
い
止

め
を
受
け
、
自
ら
加
入
し
た

い
と
手
紙
を
書
い
て
き
た
。

支
部
執
行
委
員
会
で
「
加
入

し
て
も
ら
お
う
」
と
意
思
統

一
し
、
各
級
機
関
で
雇
い
止

め
を
や
め
る
よ
う
要
求
し
て

き
た
。

非
常
勤
さ
ん
は
物
扱
い

伊
藤
代
議
員
（
近
畿
）

　

非
常
勤
職
員
に
採
用
通
知

が
な
く
「
採
用
命
令
書
」。

３
ヵ
月
で
仕
事
が
変
わ
り
給

与
も
人
件
費
で
は
な
く
物
扱

い
さ
れ
て
い
る
。

　

富
田
林
署
で
は
阻
止
で
き

な
か
っ
た
が
１
ヵ
月
で
も
働

け
て
よ
か
っ
た
と
感
謝
さ
れ

た
。
予
算
の
枠
を
打
破
で
き

る
運
動
が
必
要
と
学
ん
だ
。

希
望
通
り
の
配
転
で

加
藤
代
議
員
（
東
海
）　

　

東
海
地
連
で
は
２
人
加
入

し
た
。
愛
知
支
部
で
加
入
し

た
仲
間
は　

期
代
前
半
。

30

　

個
人
内
部
で
超
勤
が
多
い

事
で
介
護
に
支
障
が
あ
り
、

公
然
化
し
て
闘
っ
て
来
た
。

今
年
の
異
動
で
希
望
通
り
調

査
部
門
に
配
転
さ
れ
た
。

原
発
は
廃
止
だ

佐
藤
代
議
員
（
東
北
）

　

放
射
能
汚
染
が
怖
い
と
実

家
が
あ
る
青
森
に
転
勤
希
望

を
出
し
実
現
し
た
職
員
が
い

た
。
７
月
に
退
職
し
た
の
で

追
跡
調
査
を
し
た
。
宮
城
に

い
る
夫
が
就
職
で
き
た
こ
と

が
原
因
。
あ
る
意
味
で
原
発

の
被
害
者
だ
。
原
発
は
廃
止

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

苦
情
申
し
立
て
の
活
用
を

横
山
代
議
員
（
近
畿
）

　

人
事
評
価
で
苦
情
申
立
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
人
事
の

筆
頭
補
佐
と
事
務
官
が
く

る
。
昇
進
に
は
２
年
間
に
最

低
１
回
は
Ａ
評
価
が
必
要
。

周
り
の
Ｍ
Ｊ
は
評
価
が
Ｂ
、

き
ち
ん
と
苦
情
申
し
立
て
を

積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

赴
任
期
間
中
に
研
修

佐
藤
代
議
員
（
九
州
）

　

福
岡
局
で
は
赴
任
期
間
中

に
研
修
を
設
定
さ
れ
た
。
窓

口
追
及
に
当
面
赴
任
期
間
中

の
職
員
に
は
資
料
の
み
送
る

と
回
答
。
研
修
を
受
け
る
権

利
を
奪
う
と
反
論
し
た
。
当

局
の
常
識
が
問
わ
れ
る
。


